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生物圏環境学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
専門分野を学ぶにあたって、学際的・総合
的に考えるための知識があり、理解してい
る。

生物圏環境学を学ぶにあたって、学際的・総合的
な知識について、他の項目と関連付けて応用的な
説明ができる。

生物圏環境学を学ぶにあたって、学際的・総合的
な知識について、他の項目と関連付けて説明がで
きる。

生物圏環境学を学ぶにあたって、学際的・総
合的な知識について基本的な説明ができる。

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的知識があ
り、理解している。

生物圏環境学を学ぶにあたって、その基礎学問に
関する知識について、他の項目と関連付けて応用
的な説明ができる。

生物圏環境学を学ぶにあたって、その基礎学問に
関する知識について、他の項目と関連付けて説明
ができる。

生物圏環境学を学ぶにあたって、その基礎学
問に関する知識について基本的な説明ができ
る。

(3)
生物圏における生命の営みとその人間に
よる利用を、生命現象と物質循環を通して
総体的に理解できる。

生物圏における生命の営みとその人間による利用
について、他の項目と関連付けて応用的な説明が
できる。

生物圏における生命の営みとその人間による利用
について、他の項目と関連付けて説明ができる。

生物圏における生命の営みとその人間による利用
について、基本的な説明ができる。

(4)
陸域の植物生産と、それを支える土壌の構
造と機能について理解できる。

陸域の植物生産とそれを支える土壌の構造と機能
について、他の項目と関連付けて応用的な説明が
できる。

陸域の植物生産とそれを支える土壌の構造と機能
について、他の項目と関連付けて説明ができる。

陸域の植物生産とそれを支える土壌の構造と
機能について、基本的な説明ができる。

(5)
水圏の生物生産とその生態系の構造につ
いて理解できる。

水圏の生物生産とその生態系の構造について、他
の項目と関連付けて応用的な説明ができる。

水圏の生物生産とその生態系の構造について、他
の項目と関連付けて説明ができる。

水圏の生物生産とその生態系の構造について、基
本的な説明ができる。

(6)
人間の食料生産の営みとその社会システ
ムについて理解できる。

人間の食料生産の営みとその社会システムについ
て、他の項目と関連付けて応用的な説明ができ
る。

人間の食料生産の営みとその社会システムについ
て、他の項目と関連付けて説明ができる。

人間の食料生産の営みとその社会システムについ
て、基本的な説明ができる。

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解



極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(1)
専門分野を学ぶために必要な基礎的実験
能力・技能を身につける。

基礎的な実験能力・技能について、十分活用でき
る。

基礎的な実験能力・技能について、活用できる。
基礎的な実験能力・技能について、概ね活用でき
る。

(2)
専門分野を学ぶための基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の能力・技
能を身につける。。

基礎的なコミュニケーション・情報処理・身体活動
の能力・技能について、十分活用できる。

基礎的なコミュニケーション・情報処理・身体活動
の能力・技能について、活用できる。

基礎的なコミュニケーション・情報処理・身体活動
の能力・技能について、概ね活用できる。

(3)
陸域の植物生産のフィールドへの具体的
アプローチの技術や方法を身につける。

陸域の植物生産のフィールドへの具体的アプロー
チの技術や方法について、十分活用できる。

陸域の植物生産のフィールドへの具体的アプロー
チの技術や方法について、活用できる。

陸域の植物生産のフィールドへの具体的アプロー
チの技術や方法について、概ね活用できる。

(4)
水圏の生物生産と生態系フィールドへの具
体的アプローチの技術や方法を身につけ
る。

水圏の生物生産と生態系フィールドへの具体的ア
プローチの技術や方法について、十分活用でき
る。

水圏の生物生産と生態系フィールドへの具体的ア
プローチの技術や方法について、活用できる。

水圏の生物生産と生態系フィールドへの具体的ア
プローチの技術や方法について、概ね活用でき
る。

(5)

人間の食料生産の営みとその社会システ
ムのフィールドへの具体的アプローチの方
法および発表・応答に関わるコミュニケー
ション能力を身につける。

人間の食料生産の営みとその社会システムの
フィールドへの具体的アプローチの方法およびコ
ミュニケーション能力について、十分活用できる。

人間の食料生産の営みとその社会システムの
フィールドへの具体的アプローチの方法およびコ
ミュニケーション能力について、活用できる。

人間の食料生産の営みとその社会システムの
フィールドへの具体的アプローチの方法およびコ
ミュニケーション能力について、概ね活用できる。

(6)
生物圏に関わる英語の読解力、および発
表・応答に関わるコミュニケーション能力を
身につける。。

生物圏に関わる英語の読解力、および発表・応答
に関わるコミュニケーション能力について、十分活
用できる。

生物圏に関わる英語の読解力、および発表・応答
に関わるコミュニケーション能力について、活用で
きる。

生物圏に関わる英語の読解力、および発表・応答
に関わるコミュニケーション能力について、概ね活
用できる。

総
合
的
な
力

(1)

生物圏の具体的諸事象について、自らの
対象を設定し、それについての自分の考え
をまとめ、文章や口頭で論理的に発表し、
応答することができる。

対象設定力、情報処理・統計整理能力、論理的表
現力、独創的研究力、応答的コミュニケーション能
力といった総合的能力・技能の各要素について、
十分活用できる。

対象設定力、情報処理・統計整理能力、論理的表
現力、独創的研究力、応答的コミュニケーション能
力といった総合的能力・技能の各要素について、
活用できる。

対象設定力、情報処理・統計整理能力、論理的表
現力、独創的研究力、応答的コミュニケーション能
力といった総合的能力・技能の各要素について、
概ね活用できる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

能
力
・
技
能

 本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担っています。自主的・自立的に学習する態度を習慣づけ，情報収集力・分析力・批 

判力を基盤とする科学的思考力を養成します。ものごとの本質と背景を広い視野から洞察する力や，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化しま 
す。幅広い知識を，真に問題解決に役立つ「知識体系」へと統合し，総合的な見地からものごとを俯瞰できる能力を養成します。 



評価項目と授業科目との関係
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目中の
加重値

科目中
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項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 １セメ 80 1 20 1 100

教養教育科目 平和科目 2 必修 1-2セメ 80 1 20 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 １セメ 80 1 20 1 100

教養教育科目 外国語科目 12 必修・選択必修 1-4セメ 10 1 40 1 50 1 100

教養教育科目 情報科目 2 選択必修 １セメ 10 1 90 1 100

教養教育科目 領域科目 10 選択必修 1-6セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 1-2セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目
基礎微分積分学・微分
積分通論

2 必修 １セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目 有機化学 2 必修 ２セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目 種生物学 2 必修 １セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目 細胞科学 2 必修 ２セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目 一般化学・初修化学 2 必修 １セメ 20 1 80 1 100

教養教育科目 物理学実験法・同実験 1 選択必修 1-2セメ 10 1 90 1 100

教養教育科目 化学実験法・同実験 1 選択必修 1-2セメ 10 1 90 1 100

教養教育科目 生物学実験法・同実験 1 選択必修 1-2セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物生産学入門 2 必修 １セメ 20 1 80 1 100

専門科目 生化学入門 2 必修 ２セメ 20 1 80 1 100

専門科目 食料資源論 2 必修 ２セメ 20 1 80 1 100

専門科目
生物生産学のための物
理学入門

2 必修 ２セメ 20 1 80 1 100

専門科目 科学技術倫理学 2 必修 ２セメ 20 1 80 1 100

専門科目 生物環境学 2 必修 ３セメ 20 1 80 1 100

専門科目 分子生物学入門 2 必修 ３セメ 20 1 80 1 100

専門科目 基礎生物学実験Ⅰ 1 必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 基礎生物学実験Ⅱ 1 必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 基礎化学実験 1 必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 基礎物理学実験 1 必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 外書講読 2 必修 ４セメ 50 1 50 1 100

(1) (2) (3)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期
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評　価　項　目
科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(1) (2) (3) (4) (5) (4) (5) (6) (1)

総合的な力
(6)



科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

(1) (2) (3)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(1) (2) (3) (4) (5) (4) (5) (6) (1)

総合的な力
(6)

専門科目 微生物学入門 2 選択必修 １セメ 10 1 90 1 100

専門科目 フィールド科学演習 2 選択必修 ２セメ 10 1 90 1 100

専門科目 動物生態学 2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 動物生理学 2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 遺伝学 2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 動物生産サイエンス入門 2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目
植物バイオサイエンス入
門

2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物統計学 2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物物理化学 2 選択必修 ３セメ 10 1 90 1 100

専門科目 公衆衛生学 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 食料循環経済学 2 必修 4セメ 90 1 10 1 100

専門科目 植物栄養生理学 2 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 環境土壌学 2 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 作物生産生理学 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 土壌機能管理学 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 浮遊生物生態学 2 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 海洋環境学 2 選択必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物海洋学 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 食料生産管理学 2 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 食料流通学 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 地域農業組織論 2 選択必修 6セメ 10 1 90 1 100

専門科目
植物環境分析学実験実
習

1 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目
植物栄養生理学実験実
習

1 必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物海洋学実験実習 1 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 水圏環境学実験実習 1 必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 食料循環経済学演習 2 必修 4セメ 10 1 90 1 100

専門科目 食料社会経済学演習 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 卒業論文 6 必修 6-8セメ 100 1 100

専門科目 食料環境経済学特講 2 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物圏環境学特論Ⅰ 1 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100

専門科目 生物圏環境学特論Ⅱ 1 選択必修 5セメ 10 1 90 1 100
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

２年 ３年 ４年

評価項目

学習の成果 １年

基礎生物学実験Ⅰ，Ⅱ（◎） 植物環境分析学実験実習（◎） 植物栄養生理学実験実習（◎）

基礎化学実験（◎） 生物海洋学実験実習（◎） 水圏環境学実験実習（◎）

基礎物理学実験（◎） 食料循環経済学演習（◎） 食料社会経済学演習（○）

外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 外国語科目（○）

情報科目（○）

植物環境分析学実験実習（◎） 植物栄養生理学実験実習（◎）

生物海洋学実験実習（◎） 水圏環境学実験実習（◎）

食料循環経済学演習（◎） 食料社会経済学演習（○）

外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 外国語科目（○） 外書講読（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修（△）選択科目

能
力
・
技
能

専門分野を学ぶために必要な基
礎的実験能力・技能

物理学実験法・同実験（○）
化学実験法・同実験（○）
生物学実験法・同実験（○）

基礎的なコミュニケーション・情報
処理・身体活動の能力・技能

健康スポーツ科目（○）

陸域の植物生産のフィールドへの
具体的アプローチの技術や方法

水圏の生物生産と生態系フィール
ドへの具体的アプローチの技術や
方法

人間の食料生産の営みとその社
会システムのフィールドへの具体
的アプローチの方法および発表・
応答に関わるコミュニケーション能
力

生物圏に関わる英語の読解力，お
よび発表・応答に関わるコミュニ
ケーション能力

総
合
的
な
力

生物圏の具体的諸事象について，
自らの対象を設定し，それについ
ての自分の考えをまとめ，文章や
口頭で論理的に発表し，応答する
総合的能力・技能

卒業論文（◎）



別紙５ 

生 物 圏 環 境 学 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト  
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

長沼 毅 教授 7986 A415 


	
	H30

	
	H30

	
	H30


